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障がい者１人ひとりの個性に応じた成長のサポートと
高齢者や女性も含め多様性を活かしたキャリア支援の推進

グッドキャリア企業アワード2020

大賞受賞
［厚生労働大臣表彰］

経営者からのメッセージ

代表取締役社長
相松 久雄

SWSスマイル株式会社

総務部
部長 井端 健二

担当年数：4年※写真中央

川端 元
担当年数：6年※写真に向かって左

井上 悦子
担当年数：2年※写真に向かって右

評価のポイント

企業概要 キャリア形成支援担当者紹介

　多様性の受容（D&I）をベースとした人材の活躍推進の取組について受賞賜り、感謝申し上げ
ます。障がい者、高齢者、女性がチームとなって事業発展、社会貢献が果たせる様、働きがいの
ある会社を目指します。

●事業概要：

●業　　種：

●所 在 地：
●従業員数：

●平均年齢：
●創 業 年：

リサイクル事業（ワイヤーハーネス部品
の解体、分別）、梱包箱清掃事業（電子
部品出荷用ケースの清掃）、構内緑化
事業、シュレッダー事業、紙書類の電子
化事業（PDF化）、機能検査用リード線
圧着事業、各種サービス事業
SWS（住友電装株式会社）の特例子会社
で管理、補助的経済活動を行う事業所
三重県津市
77人(男性59人/ 女性18人、
うち非正規雇用0人)
34.9歳
2013年

［キャリア形成支援の取組をして良かったこと]
　サポートスタッフが仕組みを企画、運用することで障がい者に向き合う意識、姿勢が向上
し、愛情を持ってサポートすることが出来てきており、障がい者の成長につながっています。

［キャリア形成支援の取組で苦労したこと］
　各種取組も障がい者によっては戸惑いも見受けられたがサポートスタッフの定例
会議や日々のスタッフミーテイングで話し合いながら運用に繋げています。
※当社では障がい者社員を業務社員、出向社員をサポートスタッフと呼んでいます。
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SWSスマイル株式会社の具体的な3つの取組

取組をはじめたきっかけとこれまでの経緯
　会社設立の趣旨が障がい者雇用(精神と知的）とその育成であり、一人ひとりの特性に応じて、会社生活を通じて社会
人としての成長、自立を支援しています。その支援にあたっては、サポートスタッフ６名と親会社の人材育成スタッフ、さら
に社長、部長で構成される「個人の成長プロジェクト」として定例会を開催し、これまでに多能工化を目的としたスキル
マップによる習熟度の判定、評価面談、資格手当、表彰制度に取り組んでいます。

　業務社員のスキル、知識習得の目標の一つとして2019年より14種類の資格に賞
与支給時に手当を支給することとしました。今後もスタッフと同じような資格等の能
力向上に役立つものを増やすとともに、弊社独自の作業の中にもスキルを必要とす
る作業、知識については資格認定をおこなっていきます。さらに、それらの資格取得
状況と業務態度、スキルマップの履修数上位で模範となる者については新たな役職
としてリーダー職を新設しました。また、2020年1月には業務社員への表彰制度とし
て6つの賞を設けて毎年各賞の該当者を表彰することで、日頃の努力に報いることと
しています。

スキル、知識習得促進の為の資格手当と表彰制度2

　業務社員を支えるサポートスタッフの平均年齢は５４歳で、２２名在籍しています。そのうち工場製造部門からの出向者は１８名で、サ
ポートスタッフ全員、過去に障がいがある者と働いた経験はほとんどありません。当社は障がいを考慮し、軽作業が中心であり、加齢とと
もに体力的な衰えなどから、高齢者の継続雇用の場でもあり、第一線のものづくりで活躍されていた方を受け入れております。異動後は
障がいに対する基礎知識を習得すべく、業務社員に関する講習会などにも積極的に参加するとともに、新たな役割として、現場手法を使
い、作業のしやすさや働きやすい職場づくりと模範的な作業者、指導者として、６５歳まで継続的に勤務しております。また、女性スタッフ
も共感性が高く、業務社員に対して細やかな配慮ができるサポートスタッフとして2018年度３名から2020年度８名と増員しています。

サポートスタッフとして高齢者や女性スタッフの活用3

　業務社員の成長支援プログラムとして、業務に対する作業能力判定、勤務態
度（行動評価）を標準化して、一人ひとりの評価と、定期的な面談を通じて、少し
でも多くの業務に挑戦する仕組みを制定・運用しています。具体的には主な作
業として、７０を超える業務があり、間接補助作業に加え、製造部門の作業も
受け入れ、見える化して、業務社員とチャレンジしてみたい業務を話し合い、多
くの業務ができるよう多能工化を推進しています。また、多くの業務社員にとっ
て、キャリア形成を主体的に考えることは、大変難しいと考えますが、社会人と
して、身につけておくべきことを勤務態度として評価し、業務社員のみならず、
一番の支援者である家族とも連携して、成長していくことを支援しています。

障がい者の成長支援プログラムの運用による多能工化1
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取組の効果について

　継続的に障がい者雇用率を高める為に、社内外の業務拡大に取り組んでおり、業務社員の特性やレベルに合った配置、増員をお
こなっています。配置にあたり、企業在籍型のジョブコーチからのアドバイスを受けながら、多くの業務社員が前向きにチャレンジ
し、新規業務の拡大につなげています。

前向きな働き方につながるチャレンジ風土醸成

　設立当初、親会社での障がい者への理解があまり進んでいないこともあり、当社への異動希望者はほとんどなく、業務社員の支援
体制構築に苦労しました。そのため、見学者の積極的な受け入れにより多様性への理解促進を進めました。今では、高齢者(シニア）に
は社内での成長支援プログラムを実行するサポートスタッフとして、面倒見の良さや豊富な社会経験を活かし、業務社員の良きサポー
ト役になっています。また、女性社員もそれぞれのライフステージの中で、業務社員を見守るサポートスタッフとしてやりがいを持って
接しています。今後も障がい者の増員を計画しており、障がい者、高齢者、女性といった多様性を活かしたチームで進めていきます。

前述の取組❸の効果について
障がい者を支援する高齢者、女性のスタッフの活躍

　資格認定の際には朝礼等で表彰、社内報にも掲載することで、資格挑戦者が増え、2019年度で16名に資格手当を支給しました。
また、工場作業において、2020年度には3業務を対象として追加します。認定を受けることによる達成感と作業スキルについては
毎年、認定確認をおこなうことで、業務品質が維持されています。
　表彰制度では、挨拶、笑顔等が本人の特性も含め、他の模範となっている社員について、日々の良き行動が習慣化していることを
褒めることにより、その行動を伸ばしていきます。　　

前述の取組❷の効果について
資格認定による達成感と良き行動の習慣化

　サポートスタッフがここ3年間、成長支援プログラムの運用を通じて、業務社員に向き合う意識、姿勢が向上し、障がいの特性を理解
しながら、多能工化することや社会行動を向上させていく役割が浸透してきました。心身のバランスを崩しやすい業務社員において、
2018年度の離職者2名は、自閉症の社員でしたが、プログラムによるキャリア支援の効果もあり、同様な特性のある社員も含め、
2019年１月以降、退職者はいません。また、評価点数はリーダー人選時の評価指標となっており、2019年度には、リーダーに2名
昇進、2020年度には６名が上位等級へ昇格しています。

前述の取組❶の効果について
多能工化と上位資格への挑戦意欲の向上1

2

3



20

今後の課題と展望

　今後もプログラムを愚直に実行し、会社生活を通じて、人から慕われることに対し、ポジティブな気持ちを持つ自立した社会人と
して活躍できる人をできる限り多く育成したいと考えます。また、親会社(住友電装株式会社）は製造会社であり、その社員と同様に
改善意識の醸成や自身の安全を確保する為に、3S活動や危険予知訓練をおこなっており、ものづくり企業の一員としての自覚と
その行動の習慣化を進めていきます。

ものづくりへの意欲をキャリアに反映

社員の声

2019年6月、四日市事業所の開設にあたり、製
造部門から異動。年齢を重ね、子育ても少し落

ち着いてきて、次の自分自身のキャリアを考えていた
タイミングであり、新たな挑戦として、前向きに進むこ
とが出来ました。

四日市事業所の第１号スタッフとして業務社員
の気持ちを少しでも理解出来るように研修会

の参加等を含め、取り組んだ結果、2020年4月より
チームリーダーとして業務社員をまとめる立場となり
ました。

業務社員の一人ひとりが社会の一員として自
信を持って、行動、生活していけるよう、仕事の

幅を拡げる等、業務を通じて、個人の成長を支援して
いきます。

まず、自分の可能性を引き出す方法を考えまし
た。その最初がメンタルヘルス検定の資格取得

でした。その資格が会社として認定され、手当てとして
受け取れるよう制度化して頂きました。これが次のス
テップのきっかけでした。

その後、自分だけの成長を考える事だけではな
く、他の業務社員のスキル向上でした。それに

は、他の業務社員の気持ちがどこにあるかを知ること
を考え、ジョブコーチの資格を取得し、リーダーにも
任命されました。

今後は、自分の業務の一つとして、他の業務社
員への「声掛け」を行い、会社スローガンであ

る『安全、挨拶、笑顔』を実践できるよう、日々一歩ず
つ成長していきます。

Q1　自身のキャリアを考えるきっかけ（制度・出来事など）とは？
Q2　その後、取り組まれたことや起こった変化とは？
Q3　築いたスキルを今後どう活かしていくか、または将来ありたい姿とは？

A1

A1

A2

A2

A3

A1

A1

A2

A2

A3

A3
A3

環境整備チーム
山上 修司

四日市事業所
エコリサイクルチーム
古市 恵美

スマイルへの異動前は工場の班長として、製
造、検査、物流を経験した後に、特例子会社立

ち上げに参画し、製造部門での経験とスキルを業務
社員への指導、作業環境での配慮等で活かす、新たな
挑戦となりました。

業務社員５名からスタートしましたが、作業指
導全般を行っており、相手に伝える事の難しさ

を痛感しました。写真及び映像、漫画で見本を見せる
事等、作業者目線で説明、フォローすることで安全を
確保しています。

社内専属のジョブコーチの助言や他のスタッフ
とで、業務社員との接し方をこれからも学び続

け、業務目標を一緒に達成したい。更に、常に安全を
意識し指導力を上げていけるように日々精進していき
ます。

入社まもなく学生時代に勉強したパソコンに
関連した業務に携わる事があり、その事がきっ

かけで業務社員の作業時間管理や有価物の集計等の
作業改善に取り組むことになりました。

スタッフしか使用できなかったハンドリフトで
の運搬業務も任せられ、他の認定された業務

社員も使用できるきっかけとなりました。また、資格認
定制度でメンタルヘルス・マネジメント検定試験Ⅱ種、
Ⅲ種に挑戦、合格出来ました。

現状、私にしかできない業務があるので、今後
はリーダー職として後輩に伝える役割を担え

ればと思っています。私自身は第一種衛生管理者の資
格取得にチャレンジし、更なるスキルアップを目指して
いきます。

エコリサイクルチーム
浦川 幸治

エコリサイクルチーム
前田 昭




